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平成２９年５月伊勢原市教育委員会定例会議事録 

 

 

１ 開催日時 

  平成２９年５月２３日（火）午前９時３０分から 

２ 開催場所 

  伊勢原市役所 第３委員会室 

 

３ 教育長及び委員 

  教育長          鍛代 英雄 

委 員         重田 恵美子 

  委 員         菅原 順子 

    委 員         渡辺 正美 

 

４ 説明のため出席した職員 

    教育部長        谷亀 博久 

    学校教育担当部長    大髙 敏夫 

   教育総務課長      古清水 千多歌 

    学校教育課長      守屋 康弘 

    教育指導課長      石渡 誠一 

  社会教育課長      小谷 裕二 

図書館・子ども科学館長 麻生 ひろ美 

歴史文化担当課長    立花 実 

教育センター所長    本多 由佳里  

 

５ 会議書記 

    教育総務課 総務係長     瀬尾 哲也 

 

６ 傍聴人 

  ３人 

 

７ 議事日程 

  日程第１  前回議事録の承認 

日程第２  教育長報告 

     （１）伊勢原市議会議員の役職 

（２）平成３０年度伊勢原市立小中学校使用教科用図書採択方針 

（３）平成２９年度６月補正予算（案） 

     （４）行政文書公開 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

午前９時３０分   開会 
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○教育長【鍛代英雄】 

 定刻となりました。ただ今から教育委員会議を開催いたします。 

 

     日程第１ 前回議事録の承認  

 

○教育長【鍛代英雄】 

 日程第１、前回会議録の承認について、お願いいたします。 

 

○委員 承認 

 

－－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 日程第２、教育長報告をいたします。本日は４件です。最初の２つを私から、

残りの２件は、担当の部長から報告させていただきます。 

まず、１件目の「伊勢原市議会議員の役職」についてです。 

資料１をご覧ください。５月１５日の月曜日に、市議会５月臨時会が開催され、

議員の役職の改選がありました。議長に小沼富夫議員、副議長に相馬欣行議員が

選任されました。教育福祉常任委員会では７名のうち、土山委員以外の６名が新

しい委員となっています。委員長は山田昌紀議員、副委員長は中山真由美議員で

す。また、参考に資料の裏面には、各会派の一覧表を掲載しております。 

 次に「平成３０年度伊勢原市立小中学校使用教科用図書採択方針」についてで

す。平成３０年度に使用する教科用図書の採択に係る事務のスケジュールについ

ては、既に御説明申し上げておりますが、その後、４月２５日付けで神奈川県教

育委員会から「平成３０年度義務教育諸学校使用教科用図書の採択方針について」

通知がありました。 

 市町村の行う教科書の採択事務については、義務教育諸学校の教科用図書の無

償措置に関する法律第１３条第１項に、都道府県の指導・助言又は援助により行

わなければならないとありますので、神奈川県の採択方針に基づき伊勢原市の採

択方針を定めましたので御報告申し上げます。 

 資料２をご覧ください。平成３０年度の採択については、まず前提条件として、

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１３条第６項の規定に基

づき、文部科学大臣から送付される目録に登載された教科用図書、及び学校教育

法附則第９条の規定による教科用図書のうちから行います。 

 採択基準は３点ございます。１点目は、文部科学省の「教科書編修趣意書」、

「神奈川県教科用図書選定審議会」、「伊勢原市教科用図書採択検討委員会」に

おける調査研究の結果等を踏まえ、学習指導要領に基づいて調査研究を行い採択

すること。２点目は、採択権限を有する者の責任において、公明・適正を期し採
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択すること。３点目は、学校、児童・生徒、地域等の特性を考慮して採択すると

いうことです。 

 なお、今回の採択では、教科用図書の継続の採択に加え、新たに小学校「特別

の教科 道徳」に係る教科用図書を採択します。神奈川県の策定方針には、道徳に

関する調査研究の観点が示されており、その内容を踏まえて採択を行うことにな

ります。私からは以上です。 

○学校教育担当部長【大髙敏夫】 

 続いて、「平成２９年度６月補正予算（案）」について報告いたします。資料

はございません。 

今回、補正予算として計上いたしますのは、就学援助費の新入学学用品費の単

価引き上げ分、並びに小学校新入学学用品費の支給対象の拡大に伴うものでござ

います。 

 まず単価の引き上げについてですが、就学援助費の支給費目は９費目あり、そ

の支給単価等につきましては、就学援助費交付要綱に定めております。このうち

小中学校への入学に際し、通常必要とされる学用品及び通学用品の購入費に充て

るために支給している新入学学用品費等については、文部科学省が定める単価に

より支給をしております。 

 この度、国の単価改正が平成２９年３月３１日付けで通知され、新入学学用品

費の単価について、小学校入学時の支給単価が２万４７０円から４万６００円に、

中学校入学時の支給単価が２万３千５５０円から４万７千４００円にそれぞれ増

額されました。これまで、国の基準に従って支給をしてまいりましたことから、

国の単価の増額に応じて小学校費及び中学校費で増額の補正予算を計上いたしま

す。 

 次に支給対象の拡大についてですが、今回の国の単価改正とともに、支給対象

が小学校入学の前年の未就学児を持つ保護者にも広がったため、対象となる保護

者に対する支給分について予算計上したものでございます。 

 なお、中学校新入学学用品費については、これまで中学校入学後の８月に支給

しておりましたが、平成２９年度から小学校６年時に支給できるよう当初予算に

計上しております。 

補正予算の計上額は、歳出予算の小学校費に２３６万８千円、中学校費に５９

８万７千円をそれぞれ計上いたします。以上です。 

○教育部長【谷亀博久】 

 最後に「行政文書公開」について報告いたします。資料はございません。平成

２９年４月２７日に、図書館及び子ども科学館に関する行政文書公開請求が同一

の市民から４件ありました。 

 1 件目は、２０１７年１月２８日から４月２０日までの期間における図書館資

料貸出等業務委託の受託業者から提出された業務日報のうち、定例的な報告以外

の特記事項等が記載された内容についての請求です。 

２件目は、２０１７年度図書館資料貸出等業務委託仕様書の請求、３件目は、

２０１７年度子ども科学館受付案内等業務仕様書の請求でございます。この仕様
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書は、委託業務の内容について詳細を定めたものでございます。以上３件につい

ては、５月１９日に全部公開をいたしました。 

４件目は、日本図書館協会へ返送した「自治体の総合計画等における図書館政

策の位置付けについて」というアンケートの回答書についてです。これは、日本

図書館協会から、まちづくりや地域振興に関するアンケート調査の依頼に対し、

平成２８年１２月に図書館が回答したものでございます。こちらにつきましては、

同じく５月１９日に、個人情報を除き一部公開をいたしました。以上です。 

○教育長【鍛代英雄】 

 以上４件の報告でございますが、御意見、御質問などがございましたらお願い

します。 

○委員【渡辺正美】 

 教科書採択の関係ですが、これまでの本市の採択方針と変更点はあるのでしょ

うか。 

○学校教育担当部長【大髙敏夫】 

 特にございません。 

○教育長【鍛代英雄】 

 他に何かございますか。無いようでしたら、次に移ります。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

その他事項 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 続きまして、その他ということで、委員の皆様から何かございますでしょうか

か。よろしいですか。それでは事務局から何かありますか。 

 無いようですので、最後に来月の定例会の日程をお願いします。 

○教育総務課長【古清水千多歌】 

 ６月の定例会は、６月２７日火曜日、午前９時３０分から市役所３階第２委員

会室においての開催となります。 

○教育長【鍛代英雄】 

 それでは、本日の教育委員会議はこれをもって閉会とさせていただきます。あ

りがとうございました。 

 

 閉会 午前９時４１分 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

  ＜配付資料＞ 

 

□資料１：伊勢原市議会議員役職表 

□資料２：平成３０年度伊勢原市立小中学校使用教科用図書採択方針 








